
本書は屈折型ビーム整形Session Editorにて、ビーム整形システムを
設計する設定方法を解説します。　光学性能を向上するために
VirtualLab™ のパラメトリック最適化を活用します。 
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アプリケーション 307.01: 

円形トップハットを発生する屈折型ビーム
整形素子のパラメトリック最適化 



モデリング概要 

200 mm  

23 mm  

入射ビーム：  
波長： 632.8 nm  
直径：(1/e2 ): 8 mm  
 

出射フィールド：  
直径：(1/e2 ): 400 µm  
エッヂ幅： 40 µm  
 

N-BK7  

5 mm  

係数2-16の非球面インターフェース



システム設定のためのSession Editor 

• ”Refractive Beam Shaper Session Editor”にて標準のビーム整形素子の
設定を簡単に行う事ができます  

• 入射ビーム、光学系のセットアップ、出射フィールドのパラメーターを
定義する必要があります  

• 全パラメーターが入力済みのSession Editorはサンプルファイルの
“Scenario_307.01_Refractive_Top_Hat_Beam_Shaper_1.seditor”として
用意しております

 



Session Editorによる光学システム 

Session Editorにより、ビーム整形素子のモデリングに必要な、ガウシアン光源、
光学インターフェース・シーケンス素子などが含まれる上記のLight Path Diagramが
作成されます。回折光学メリットファンクション・ディテクターも含まれ、これにより
発生されたトップハットの光学品質の解析が可能となります。 



Session Editorにより作成された光学システム 

• Session Editorはビーム整形素子の
表面形状を幾何光学法により計算
します

 

• メリットファンクション： 

– SN比： 22 dB 

– 効率： 90 %  

• SN比の数値が低いのは、トップハット
のエッヂ幅が小さすぎるからです

 

 



パラメトリック最適化  

• パラメトリック最適化によりトップハットのSN比を向上する事が可能です。
特にトップハットのエッヂ幅を大きく取る事により、向上する事が可能となります。
これは、フィールドトレーシングのシミュレーションは回折、干渉及び収差を
考慮可能だからです。  

• 最適化ドキュメントは、サンプルファイルの “Scenario_307.01_Refractive_Top_
Hat_Beam_Shaper_2.opt”です。  



パラメトリック最適化  

• 回折効率とSN比は、パラメトリック最適化により最適化されます

 

• 効率はすでに高い状態なので、メリットファンクションのSN比に最適化の
影響による光学品質の向上が見られます 



パラメトリック最適化  

Downhill-Simplex-algorithm を最適化に用いました  



最適化の結果  

• 最適化後のトップハット光学品質：

 
– SN比： 39 dB 

– 効率：  91 %  

• SN比が飛躍的に向上しました

 

 



最適化の結果  

• 最適化後のLight Path Diagramは
サンプルファイルの“Scenario_307.01_
Refractive_Top_Hat_Beam_Shaper_
3.lpd”です  

• トップハット全体に対して最適化が
掛けられたため、光軸近辺に
小さな均一度誤差が残っております。
二度目の最適化作業の際に、
回折光学メリットファンクションの
トップハットの中心部の均一度誤差を
選択し更に最適化する事が可能です。
この際、エッヂ幅と中心部の均一度が
トレードオフとなります。

 



まとめ  

• VirtualLab™ は屈折型ビーム整形素子のパラメトリック最適化

 

 

• シミュレーションと最適化は、回折、干渉及び収差を考慮して
演算されます  

 

• 光学システムの品質を評価する上で、SN比と回折効率を
メリットファンクションとして活用します 

 

 

 

が可能です
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